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戸村　若い人たちの集まりって素敵だ
なと思いますね。新鮮なエネルギーを感
じます。ココアゴラとはどういう意味があ
るのですか。
もんろう　初めまして、ボランティアスタ
ッフで事務局長をしています。加古麻理
江です。ココアゴラでは「もんろう」と呼
ばれています。「ココ」は、「この場所」で
もあり、ココヤシの実になぞらえて、私た
ちの想いもヤシの実のように、波に運ば
れて違う場所で芽が出るようにという思
いで名づけました。「アゴラ」は人が集う
「広場」という意味ですね。一番最初は
「ジャパン・エクスプローラーズ」という
名前で2007年に立ち上がったのです
が、2011年にココアゴラに変わりました。
戸村　この事務所は外国の小物やお
菓子がいろいろ置いてあって、くつろい
でしまいます。
もんろう　代表の市野将行が「ESOT
旅人の英会話」という、海外旅行と国際
交流が好きな若者たちが集まる少人数
制の英会話スクールをしていて、その場
所をココアゴラも事務所として共同で使
っています。
戸村　旅による出会いがあり、旅から
視野を広げて旅に終わらずに、国際協
力や多文化共生に取り組むというのが
いいですね。
もんろう　最初に集まったメンバーが
旅がきっかけになって世界の現実にふ

れ、国際協力へと取り組むようになった
ので、旅に絡んだ活動が多いですね。私
の場合、「ACHAN JAPAN」のスタディ
ツアーでベトナムに行ったり、「国際相
互理解を考える会」のスタディツアーで
ネパールに行ったり、ピースボートに乗
ったりしました。
戸村　旅の中で、いろいろな国の人を
見てきたことが、自分の中で何かしよう
という気持ちになったのですね。
もんろう　はい。私はピースボートでケ
ニアの巨大スラム街を訪れ、そこで暮ら
す人々や子どもたちと出会ってから、ず
っと心に残るものがありました。
　その後、そのスラム街で牛の骨からか
わいいアクセサリーなどを作る職人さん
や、それらの雑貨を日本で販売すること
で子どもたちの教育に役立てている活

動を知り、私も、彼らの雑貨を販売をす
ることで関って行きたいと思うようにな
りました。
　帰国してから入ったココアゴラで、そ
の話をしたら、「ぜひやろうよ！」とみんな
が応援してくれました。それから国際協
力のイベントなどで販売した収益は、ケ
ニアに送ってスラム街で育つ子どもたち
の教育支援の一部となっています。
戸村　何かをやりたいけど一人ではで
きない。でもココアゴラのメンバーとだ
ったらできてしまう。そのためにココアゴ
ラはあるのかも。
もんろう　そうですね。居場所でもあり、
交流の場でもあるのかもしれません。
戸村　まさに「アゴラ（広場）」がキーワ
ードですね。仲間を作ったり、その仲間
が刺激になったり。

もんろう　「学生アゴラ」というイベント
を毎年６月頃に行ってます。世界を想う
学生たちが集う広場です。100人くらい
の学生さんが参加して、10人くらいのゲ
ストスピーカーのトークを聞く催しです。
戸村　大きなイベントですね。
もんろう　ゲストスピーカーは国際協
力を仕事にしている方や、社会人で国
際協力にかかわっている若手の方たち
です。この地域で活躍する若手社会人
の先輩たちに、活動を始めたきっかけ
やこれまでの経験などについて語って

いただいています。
　学生の間は国際協力に取り組んでい
ても、社会人になると時間も取れなくな
って国際協力から離れてしまう方が多
いのですが、そうじゃなくて卒業して社
会に今の活動を続けていくことをイメー
ジしてもらいたい、という思いから開催し
ています。
戸村　国際協力に興味がある学生さん
が100人集まるということだけでもすご
いです。その方たちにはぜひ卒業してか
らもかかわってほしいですね。
もんろう　また今年から「国際協力は
じめのイッポ講座」を始めました。国際
協力に興味はあるのだけどはじめのイッ
ポが踏み出せないという若者を対象に
しています。今年は４回の講座でしたが、
合宿をしたり、多文化共生の現場に行
ったりしました。
戸村　楽しそうですね。ココアゴラには
どんなメンバーがいるのですか。

もんろう　ココアゴラで活動するメンバ
ーを「アゴラー」と名付けています。常時
いるのは10人弱で、学生と社会人が半
分半分です。毎月第一水曜日にミーティ
ングをしています。ひとりで参加してもす
ぐに友達になれるので、ぜひメンバーに
入ってほしいと思います。

戸村　名古屋NGOセンターの加盟団
体には、新しい人が入ってこずに高齢
化している団体も多いのです。活動を止
めようかという話も聞きます。
もんろう　そういう話を聞くと、もった
いないと思いますね。
戸村　ココアゴラはメンバーが若いと
いうだけではなくて、学生アゴラなどで
新しい人が集まって、育っていく仕組み
がすばらしいですね。ココアゴラのこれ

からについて、どうお考えですか。
もんろう　まずは学生アゴラを毎年行
いたいですね。学生アゴラが６月、名古
屋NGOセンターさんが毎年行っている
「国際協力カレッジ」が１２月。このよう
に国際協力に興味がある方を巻き込む
仕組みを作っていきたいです。
　またココアゴラだけでなくて、いろん
な団体と一緒に何かをやりたいと思っ
てます。ココアゴラってふわふわとした身
軽さ、ゆるさが特徴なので、他の団体と
くっつきやすいかもしれません。若い人
は単発的にやるのは得意だけど、こつこ
つ続けるのは苦手。ですから、年配の方
と役割を決めると、お互いの良さを生か
せると思います。そのためには、コアなメ
ンバーであるアゴラーがもっと必要にな
ります。
戸村　いろいろなお話をありがとうござ
いました。
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